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三井化学株式会社

社長 藤吉 建二

＜経営概況説明＞

強い三井化学グループを目指して
～機能性材料分野の拡大加速～
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０１中計
三井化学グループの

更なる拡大と成長

０１中計
三井化学グループの

更なる拡大と成長

変革への挑戦変革への挑戦

９８中計
合併効果の
早期実現

９８中計
合併効果の
早期実現

０４中計

量的拡大から質的拡大
への転換

０４中計

量的拡大から質的拡大
への転換

成長の方向と業績推移成長の方向と業績推移

（単位：億円）

＜連結経常利益＞

＜成長の方向＞

＜目指すべき企業像＞

世界の市場で存在感のある強
い三井化学グループ

＜目指すべき企業像＞

世界の市場で存在感のある強
い三井化学グループ

１．業績推移と事業環境
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１．業績推移と事業環境

上／下別　営業利益の状況上／下別　営業利益の状況
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１．業績推移と事業環境

年度　分野別営業利益の状況年度　分野別営業利益の状況
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１．業績推移と事業環境

上期　分野別営業利益の状況上期　分野別営業利益の状況

機能性材料分野は、直近３年で最高益。

　　　石化・基礎化分野は原燃料高騰の影響が継続中
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１．業績推移と事業環境

分野別営業利益の増減内訳分野別営業利益の増減内訳

＜セグメント別営業利益の内訳＞ （単位:億円）

上/05期 上/06期 増減内訳

決   算 決   算 数量差 交易条件 固定費差 備考

機 能 化 学 品 33 59 26 42 △16 0
PDPﾌｨﾙﾀｰ、NF3、MR、

農薬

機 能 樹 脂 △2 61 63 12 43 8 TDI

基 礎 化 学 品 134 43 △91 40 △151 20 PTA、PH

石 油 化 学 71 175 104 64 22 18
ｵﾚﾌｨﾝ、ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

（定修スキップ）

そ の 他 △3 △3 0 6 5 △11

合　　　計 233 335 102 164 △97 35

セグメント 増　減
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アジアにおけるＴＤＩ生産能力

千ｔ／年

三井化学ポリウレタン 240

ＢＡＳＦ（上海：06.8～） 160
ＢＡＳＦ（韓国） 140

韓国ＫＦＣ（韓国） 90
ＤＣ化学（韓国） 45
南亜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ（台湾） 30
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05年1月 3月 5月 7月 9月 11月06年1月 3月 5月 7月 9月

ＴＤＩ市況は高止まりが継続。

　　ダウ（伊：12万ｔ）停止、バイエル（米：8万ｔ）
トラブルにより、年内は供給タイト続く見通し。

ＴＤＩ輸出価格①

TOLUENE価格②

スプレッド
（①－②）

（＄／ｔ）

ＴＤＩ市況ＴＤＩ市況

06年4月～

１．業績推移と事業環境
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ナフサ、PX、BZ価格推移ナフサ、PX、BZ価格推移

ナフサ、パラキシレンは価格高騰、ベンゼンは乱高下
PX／BZ（＄／ｔ） 国産ナフサ（円／ｋｌ）

ベンゼン 国産ナフサ（右目盛）パラキシレン

１．業績推移と事業環境
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原料多様化の取組原料多様化の取組

春・夏季に価格競争力のある非ナフサ原料を積極活用

１．業績推移と事業環境
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プライムポリマーのシナジー効果
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１．業績推移と事業環境
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石化・基礎化分野の収益力強化

情報・電子材料 ヘルスケア材料

プロピレンチェーン アロマチェーン

機
能
性
材
料
分
野

石
化
・

　

基
礎
化
分
野

機能性ポリマーズ

◇ 競争力の母体

◇ 収益力強化

２．石化・基礎化分野の収益力強化
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プロピレンチェーンの収益力強化

◇ 原料多様化
　　・重質原料対応（対応炉の増設）検討中（大阪）
　　・出光興産等近隣石油精製との提携/協調を検討中
　　　（市原工場　ＲＩＮＧⅢ：未活用水素の活用　06年～）

◇ プロピレンセンター化（ＯＣＵ設置）
　　・大阪工場（04．10：140千ｔ／年）
　　・市原工場（ＲＩＮＧⅢ：Ｃ４留分の有効活用によるプロピレン
　　　生産ｼｽﾃﾑの共同開発、09年央実証試験開始：150千ｔ／年）
◇ クラッカーのコストダウン（省エネ・合理化）

◇ プライムポリマーの発足（05.4：ＰＥ　710千ｔ、ＰＰ　1,360千ｔ）
・初年度シナジー効果約30億円（08年度目標：100億円）

◇ ＰＰ自動車材の拡大
　　・北米・タイ・中国において能力増強（550→600千ｔ／年）

誘導品

オレフィン

原　　料

２．石化・基礎化分野の収益力強化
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ＲＩＮＧⅢ（石油精製高度機能融合技術開発事業）

２．石化・基礎化分野の収益力強化

水島地区
コンビナート原料多様化

最適供給技術開発

新日本石油精製、ｼﾞｬﾊﾟﾝ
ｴﾅｼﾞｰ、三菱化学、旭化

成ｹﾐｶﾙｽﾞ、山陽石油化学

鹿島地区
石油・石化原料統合効

率生産技術開発

鹿島石油、三菱化学、　
ＪＳＲ、鹿島ｱﾛﾏﾃｨｯｸｽ

千葉地区

出光興産、コスモ石油、極東石油工業、三井化学、
住友化学、丸善石油化学、太陽日酸

①発生源の異なるＣ４留分の最適利用
によるプロピレン生産技術開発

②複数事業所で発生する水素の最適
融通技術開発

アジアトップレベルの競争力ある
コンビナートに再生
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◇ 原料系の強化
・クメン　完全自製化（04.10　大阪）
・ベンゼン ⇒　出光との提携（06年9月　ＬＮＲ再稼動　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 125千ｔ／年引取　市原）

◇ 拡大

現能力 （能力、単位：万ｔ/ｙ）
・ＰＴＡ　 ﾀｲ 90    ⇒ 140 （05.11営業運転開始）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 45
中国 0    ⇒ 60 （投資認可申請中）

・ＰＥＴ　 ﾀｲ 10    ⇒ 15 （検討中）
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 8

・ＰＨ　 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　 25   ⇒ 30 （07.7予定）
　　　　　　 日本　　　 50   ⇒ 53 （06.5営業運転開始）
・ＢＰＡ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　 23

中国 0  ⇒ 12 （06.8着工／07.10完工予定）
　　　　　

収益力強化に向け、最適な拠点で能力増強
（次期アジア拠点検討）

アジア地域への
拡大

ア

ジ

ア

アロマチェーンの収益力強化

日　

本

２．石化・基礎化分野の収益力強化
計画どおり進行中
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ＬＮＲ装置の概要

２．石化・基礎化分野の収益力強化

１．所在地　

　出光興産　千葉精油所内

２．ベンゼン生産能力

　２５万ｔ／年

　（１２．５万ｔ／年当社引取）

３．プロセス概要

　ライトナフサ（軽質ナフサ）をベンゼンに改質する装置

至木更津

東京電力
（姉崎火力）

丸善石化

至千葉

極東石油

大規模原油
シーバース

京葉エチレン

東京電力
（五井火力）

コスモ石油

富士石油

出光出光

三井三井

住友

京葉臨海
コンビナート

前処理 主反応 分離精製

ライト

ナフサ

　ベンゼン

粗製　
トルエン

C5
分
離

脱
硫

精
密
脱
硫

環
化
反
応

蒸
留
分
離

抽
出
蒸
留

ｱﾛﾏ原料安定確保と

石精・石化のｲﾝﾃｸﾞﾚ
ｰｼｮﾝ強化
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３．機能性材料分野の拡大・成長

情報・電子材料 ヘルスケア材料

プロピレンチェーン アロマチェーン

機
能
性
材
料
分
野

石
化
・

　

基
礎
化
分
野

機能性ポリマーズ

３．機能性材料分野の拡大・成長

機能性ポリマー及び製品群
の育成・強化

重点プロジェクト

戦略研究開発プロジェクト



17

機能性ポリマー及び製品群の育成・強化

３．機能性材料分野の拡大・成長

エラストマー

特殊ポリオレフィン

ポリマーシステム他

情報・電子材料

ヘルスケア材料

①新規機能性ポリマー開発促進プロジェクト

②高機能エラストマーの開発

③高機能フィルムの開発

利　益

約100億円増

売上高

約500億円増

売上高

約300億円増

機能性ポリマーズの拡大 機能性ポリマー製品群等の拡大

電子材料 ：半導体ガス

情報材料 ：ＰＤＰフィルター

精密化学品：触媒

工業樹脂 ：メタロセンＷＡＸ

重点プロジェクト

戦略研究開発プロジェクト

投　資

約100億円

計画どおり進行中
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機能性ポリマーズの拡大

３．機能性材料分野の拡大・成長

ＥＰＴ・ミラストマー(ML)

自動車材を中心に、

販売数量６０％増加見込

（2006→2010年）

ＴＰＸ

電子材料用途（ＦＰＣ離型フィルム、ＬＥＤモールド、液晶反射シート)を
中心に、販売数量７０％増加見込（2006→2010年）

18ＦＰＣ離型フィルム 液晶反射シートＬＥＤモールド

【グラスランチャンネル(ML/EPT)】

【ウェザーストリップスポンジ(EPT)】

【内装表皮(ML)】

【ホース(EPT)】

【防振ゴム(EPT)】
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05年度 06年度 07年度 08年度 ０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度

ＮＦ３・ＰＤＰフィルターは、世界需要の伸び率を上回って、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　当社販売数量が順調に拡大。

＜重点プロジェクト＞（例①：ＮＦ３／例②：ＰＤＰフィルター）＜重点プロジェクト＞（例①：ＮＦ３／例②：ＰＤＰフィルター）

＜当社のＮＦ３販売数量見通し＞

+3
5％

+2
5％

+20％

+8
0％

+4
0％

+3
0％

＜当社ＰＤＰフィルターの販売数量
見通し＞

ガラスタイプ・フィ
ルムタイプ合算

３．機能性材料分野の拡大・成長

＜世界需要伸長率＞

　　　　　　+50％　　　　+25％　　　　　+25％

＜世界需要伸長率＞

　　　　　　+25％　　　　+25％　　　　　　+20％

実績
実績
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０５年度 ０６年度Other

Unipol
DOW

Spheripol
ﾗｲｾﾝｼｰ

Unipol
ﾗｲｾﾝｼｰ

Innovene

Spheripol
Basell

Novolen

Hypol
ﾗｲｾﾝｼｰ
    6%

＜世界のプロセス別ＰＰ生産能力（０４年度)＞

大粒径触媒 小粒径触媒

３．機能性材料分野の拡大・成長

＜重点プロジェクト＞（例③：触媒）＜重点プロジェクト＞（例③：触媒）

触媒の品揃え充実により、ライセンス先以外への販売を強化し、
着実に販売数量増加

当社技術　
ライセンス先

【品揃えの充実例】
4,100万t/y

as　PP

ﾗｲｾﾝｽ先以外への

触媒販売強化 +10％

＜当社の触媒販売数量見通し＞

出典：Chem System



　ＰＥ、ＰＰ成形時に数％添加することで、
①成形時の温度・負荷の低減
②ブリードアウト（べたつき）なし
③生産性・歩留まり向上

成形助剤としての機能（生産性向上・品質向上）が評価され、
順調に販売数量増加（対前年度３倍）

ＰＥ、ＰＰ成形における成形助剤
　①生産性向上
　②品質向上　

　③トータルコストダウン

21

ｼｰﾄ用フィルム ﾎﾞﾄﾙ類包装用フィルム

樹脂

PE,PP

+ EXCEREXEXCEREX

押出し機押出し機

機　能 用　途

３．機能性材料分野の拡大・成長

＜重点プロジェクト＞（例④：ＥＸＣＥＲＥＸ® ）＜重点プロジェクト＞（例④：ＥＸＣＥＲＥＸ® ）
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三共アグロ株式取得は、

　　　　　　　　　当社にとって４回目の大型提携案件

三共アグロ㈱の株式取得について

３．機能性材料分野の拡大・成長

売上規模の変化（概数：億円）

実行前 実行後 差

三井武田ケミカル設立（01.4）
51%

（武田薬品49％） 700 1,000 +300

プライムポリマー設立（05.4）
65%

（出光興産35％）
1,500 3,000 +1,500

三井化学ポリウレタン発足
（100％子会社化：06.4）

100% - - -

三共アグロ株式取得（07.3） 100% 200 470 +270

案   件 出資比率
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北米：約8,600億円
〈25%〉

出典：Phillips Mcdougall 2004　成長率％　(2004/1999)

南米：約6,200億円
〈18%〉

その他：中東､ｱﾌﾘｶ：
約1,800億円<3％>

欧州：約1兆円
〈30%〉

日本：約3,300億円
〈10%〉

ｱｼﾞｱ・ﾊﾟｼﾌｨｯｸ：
約5,100億円〈15%〉

市場総額：約3兆5000億円

除草剤：48%　殺虫剤：25%　殺菌剤：24%
(※世界6大メジャー企業：Bayer, Syngenta, BASF, Dow, Monsanto, Dupont)

市場総額：約3兆5000億円

除草剤：48%　殺虫剤：25%　殺菌剤：24%
(※世界6大メジャー企業：Bayer, Syngenta, BASF, Dow, Monsanto, Dupont)

三共アグロ㈱の株式取得について　ー農薬の世界市場規模－

+3.2%

6大ﾒｼﾞｬｰ占有率約
90％

成長率
0.0% ▲1.5%

6大ﾒｼﾞｬｰ占有率
約35％

6大ﾒｼﾞｬｰ占有率
約35％

+0.7%

6大ﾒｼﾞｬｰ占有率
約60％

6大ﾒｼﾞｬｰ占有率
約60％

6大ﾒｼﾞｬｰ占有率
約95％

+7.4%
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①全ての作物における、全ての農薬の残留基準値を設定（ポジティブリスト）

②残留基準値を超えて食品中に残留する場合、その食品は流通禁止

三共アグロ㈱の株式取得について　ー日本の農薬に関する制度の動き－

食の安全・信頼性確保に向けた取組み強化（政府）

狂牛病 食品の表示虚偽 中国野菜残留農薬

残留農薬等に関する新しい制度施行（06.5～）
（ポジティブリスト制度）

環境影響の少ない、低毒性農薬のニーズ加速

３．機能性材料分野の拡大・成長

無登録農薬
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三共アグロ㈱の株式取得について　ー当社の農薬事業戦略－

３．機能性材料分野の拡大・成長

①新規原体の開発パイプラインが充実

②ハロゲン（塩素等）を含まない殺虫剤　
　を保有（ﾄﾚﾎﾞﾝ、ｽﾀｰｸﾙ/ｱﾙﾊﾞﾘﾝ）

③水稲空中散布分野、土壌殺菌分野で
　高シェア

＜トレボン＞ ＜アルバリン／スタークル＞

強　
　

み

　ヘルスケア材料のコア事業として、「食の安全」を確保する
ため、環境影響が少なく、かつ低毒性のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな農薬を開
発し、事業の拡大を図る。

①売上高研究開発費比率が
　高い

②製品の品揃えが少ない

③販売力が弱い

弱　
　

み

基
本
戦
略

他社との

アライアンスにより

事業拡大を図る
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三共アグロの特徴 三井化学の特徴 シナジー効果

①高い創薬能力
 （水田除草剤他）

①農薬原体の研究・創製力に
  強み（パイプライン充実）

①研究開発の効率化と
  パイプラインの強化

②バランスの取れた品揃え
 （殺虫剤、殺菌剤、除草剤）

②環境に優しい製品群を保有 ②品揃えの充実化

③強い営業網
 （ＡＲのコンセプト導入）

（販売力強化が課題） ③販売力の強化

三共アグロ㈱の株式取得について　ー期待されるシナジー効果－

３．機能性材料分野の拡大・成長

三共アグロの株式取得により、

当社は国内農薬メーカーの中で、第２位グループに



27

＜研究開発費＞＜投融資＞

67 132 218
400

66
147

230

320

216

441

672

890

0

1000

2000

3000

4000

機能性材料

石化・基礎化

コーポレート他

04決算 04～05年度

（累計）

349

720

1,610

（億円）

1,120

04～06予想

（累計）

04～07予想

（累計）

28 39
289

600
257

807

1,057

1,250

205

469

1,369

1,720

0

1000

2000

3000

4000

機能性材料

石化・基礎化

工場基盤他

04年度 04～05年度

（累計）

490

1,315

3,570

（億円）

2,715

04～06予想

（累計）

04～07予想

（累計）

経営資源投入実績と計画（０４～０７年度）経営資源投入実績と計画（０４～０７年度）

３．機能性材料分野の拡大・成長

機能性材料分野の拡大加速のために重点配分
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機能性材料分野　営業利益比率

176 209 290

500

460

500

629
378

22% 36% 39% 50%

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000

04 05 06 07
（予想）

（単位：億円）

石化・基礎化分野

機能性材料分野

805

587

750
1,000

機能性材料比率

（目標）

機能性材料分野の拡大加速

３．機能性材料分野の拡大・成長
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主なＣＳＲ活動状況

～「夢のあるのもづくり」を通じた社会貢献に向けて～

ＣＳＲｻﾎﾟｰﾀ
ｰ制度構築

行動指針制定

社外取締役
選任

製品安全センター設置

品質保証部設置

シンガポール国際シン
ポジウム　開催（06.3）

三井化学触媒科学国際　
シンポジウム　開催（07.3）

高齢者雇用制度を整備

男女共同参画の推進

保安技術センター設置

工場周辺住民との対話（名
古屋、大阪、大牟田ｅｔｃ．）

株主総会集中日（６／２９）
を回避

四半期業績開示の充実

４．ＣＳＲの取組
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男女共同参画の推進
☆風土・意識醸成

☆能力開発支援

☆ﾜｰｸ・ﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ支援

☆Face to Face ﾈｯﾄﾜｰｸ構築

＜女性社員登用推進チーム（06.5発足）＞
＜啓発ポスター＞

４．ＣＳＲの取組

「行動指針」に基づき、

ポジティブアクションとして、

女性社員の更なる積極的登用、

そのための環境整備、能力開発支援を推進
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触媒科学国際シンポジウム

The 3rd Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2007)

グラブス教授
(Prof. R. H. Grubbus)

・米 カリフォルニア工科大学
・２００５年ノーベル化学賞受賞

基調講演：

日程：
２００７年３月１４～１５日
会場：
かずさアカデミアホール　
　（木更津）

招待講演：8名

レーン教授
(Prof. J. M. . Lehn)

・仏 ルイ・パスツール大学
・１９８７年ノーベル化学賞受賞
・ＭＩＣＳ２００３の基調講演者

受賞記念講演：2名
三井化学触媒科学賞及び同奨励賞

テーマテーマ: : 重合触媒重合触媒ー現在そして未来ーー現在そして未来ー

三井化学
第３回

特別講演：
シュロック教授

(Prof. Ｒ. Ｒ. Ｓｃｈｒｏｃｋ)
・米 マサチューセッツ工科大学
・２００５年ノーベル化学賞受賞

４．ＣＳＲの取組
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三井化学シンガポール技術センター開設
＜06.10.1＞

シンガポール科学技術研究庁（A★STAR）、
　　化学工学研究所(ICES)内に、

　　　「三井化学シンガポール技術センター」設置

＜ICES所長　Dr. Keith Carpenterと当技術
センター長　永田によるテープカット＞

＜技術センター開設にあたった関係者＞

トピックス
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お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リス
クや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が
あります。


